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正
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単

車

鏑
産
税
附
加
税
の
課
税
構
苛

預
金
の
積
概
性
と
泊
概
性

5
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・
E
つ
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量
刑
目
付
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一
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A
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加
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割

目
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交
換
貿
易
制
よ
り
は
た
る
否
凶
の
引
い
句

前1

ザロ
11. 

ミ
ロ
オ
の
金
な
き
岡
際
交
換
決
済
制
判

貨
幣
の
陣
同
速
度
の
構
想
に
就
い
て
・

貨
幣
白
樺
の
限
界
致
用
・
・

苑

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ベ
テ
ィ
ー
の
経
済
設

支
那
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
就
て

訪
問
岬
一
一
円
ン
ユ
ピ
イ
ト
ホ
ブ
と
ハ
イ
エ
ク

新
着
外
国
経
済
雑
誌
主
要
論
題

(禁
1

・
開
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土
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古
口
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経
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主
主
松
岡
孝
児

創
刊
品
川
事
士
有
井
治

法

事

士

正

井

敬

次

終
尚
早
士
相
洋
秀
一

積

雪

子

士

黒

松

巌

経
由
栂
皐
士
手
行
重



支
那
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
就
て

黒

i会

巌

は

し

が

き

支
那
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
乃
至
経
済
絶
交
は
、

一
一
聞
に
は
、
近
年

に
至
り
支
那
の
間
際
的
地
位
が
重
要
性
を
増
し
た
る
と
と
に
よ

り
、
又
他
商
に
は
、
該
運
動
が
最
近
に
於
け
る
組
織
の
荒
賓
と

吊
M

也
前
於
}
か
阿
ト
、

L

、hi
J
v
一
向
日
い
札
、

まん

t
車
L
U
羽
世
F

ノ
一

ι
U
B
O吊
l
J

中一
h
1
九
円
に
も
叶
し
「
什
ご
i
J
t
L
r
悶ゼ
f

l
a
l
i
t
e
-
-
:
五
4

£
7

内
川
い

V
1
4
U
1
4品
川
叶
寸

た
る
影
響
を
奥
へ
た
る
こ
と
に
上
り
、
支
那
並
に
闘
係
諸
国
に

と
り
政
治
経
済
上
の
重
大
問
題
と
な
っ
て
来
た
。
然
る
に
、

の
問
題
に
闘
し
で
は
甲
論
乙
駁
未
だ
研
究
す
べ
き
多
く
の
絵
地

が
碕
さ
れ
て
ゐ
る
。
斯
か
る
意
味
よ
り
し
て
、
拙
稿
は
特
に
経

レ

1
マ
l
教
授
の
「
支
那
の
ボ
イ
コ
ッ
ト

済
事
的
立
場
か
ら
、

に
闘
す
る
一
研
究
」
の
紹
介
と
批
判
と
を
企
闘
す
る
も
の
で
あ

る。
レ

1
マ
1
教
授
に
よ
れ
ば
、
園
際
的
ボ
イ
コ
ッ
ト
は
そ
の
影

支
那
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
就
て

響
が
図
際
的
に
及
ぶ
虚
の
相
互
協
定
的
行
震
と
被
ボ
イ
コ
ッ
ト

と
の
行
震
の
本
質
は
飽
く
ま
で
経

済
的
分
野
に
存
ず
る
。
而
し
て
ボ
イ
コ
ッ
ト
は
直
接
的
に
は
相

圏
の
貨
物
不
買
と
を
含
み
、

手
閣
に
損
害
を
興
へ
る
こ
と
を
目
的
守
口
円
吉
田
口
)
と
す
る
が
、
終

局
的
に
は
外
岡
よ
り
加
へ
ら
れ
た
毘
迫
を
白
闘
に
と
り
望
ま
し

き
方
向
に
鍵
へ
る
こ
と
を
目
的
(
S
L
)

と
す
る
も
の
で
あ
り
、

ぞ
れ
は
常
に
一
定
目
的
に
封
す
る
子
段
に
し
て
そ
れ
自
身
決
し

て
回
酌
で
は
た
い
。
従
っ
て
ボ
イ
コ
ッ
ト
の
目
的
に
制
す
る
「
成

功
」
と
、
目
的
建
成
の
た
め
の
闘
争
予
没
と
し
て
の
「
故
山
ご
と

を
明
確
に
匡
別
せ
ね
ば
な
ら
た
い
。
蓋
し
、

ボ
イ
コ
ッ
ト
は
そ

乙

の
目
的
に
針
し
成
功
せ
や
と
も
、
通
商
遮
断
の
黙
に
於
て
妓
旧
市

的
友
る
こ
と
の
あ
り
得
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
し
、

一
方
ボ
イ

ヨ
ッ
ト
は
放
果
的
で
な
け
れ
ば
成
功
す
る
ら
し
く
も
思
ヘ
た
い

か
ら
で
あ
る
。
斯
く

τ、
ボ
イ
コ
ッ
ト
の
妓
mm
は
第
一
に
考
慮

す
ぺ
き
問
題
た
る
と
同
時
に
、
ボ
イ
ゴ
ツ
ト
の
成
功
に
封
し
で

も
経
へ
や
注
意
が
向
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
教
授
の
研
究
は

斯
か
る
閣
際
的
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
闘
す
る
一
般
抽
象
的
本
質
視
に

基
〈
も
の
で
ふ
る
り
、
同
著
に
於
け
る
研
賓
の
重
瓢
が
一
一
際
は
文

第
凶
十
巻

六
一
九

一
三
七

第

5虎

十鈴年前、よ海事約輸大事に教鞭在>I;られしことあ h、現荘、米岡ミ vガ y
大串綴百年E堅苦E教授にして、その大事...Forl ign InVe!;tlllent in China"は東亜
経涛調査局による邦薄あ h。
c. F. LP.mer;“A Stuclyυf Chinese EoycoUs" with special reference of their 
economic effectivenes5. 1933・，;) Ibil'''' p. 1-3 
Ibid.， p. 21-28. 5) lbid"， p. 10-16目4) 



支
部
の
ポ
イ
コ
吋
ト
に
杭

那
ポ

f
コ
ツ
ト
の
「
妓
閉
さ
の
究
明
に
あ
る
に
も
拘
ら
や
、
最
後

に
は
そ
れ
と
「
成
功
L

と
を
連
闘
付
け
結
論
せ
さ
る
を
得
泣
い
所

以
で
も
る
る
か
而
し
て
「
放
田
市
」
と
は
勿
論
経
済
的
奴
果
で
る

り
、
そ
れ
は
主
と
し
て
ボ
イ
コ
ッ
ト
闘
た
る
支
郊
の
輸
入
貿
易

従
っ
て
被
ボ
イ
コ
ッ
ト
固
た
る
英
米
、
特
に
日
本
の
針
支
払
靴
出

同
一
八
日
却
に
引
に
た
打
躍
如
何
の
約
六
に
C
扱
は
れ
る
。

~'::: 

イ
コ
ツ
ト
に
し
て
外
関
貿
易
に
影
響
せ
ざ
る
限
り
成
功
不
可
能

と
忠
へ
る
か
ら
で
あ
る
。

教
授
は
そ
の
経
済
的
奴
果
の
問
題
に
入
る
前
に
、
支
那
の
ボ

イ
コ
ツ
ト
袈
展
の
圏
内
的
諸
保
件
を
吟
味
し
、
そ
れ
を
先
づ
支

那
枇
舎
の
歴
史
の
中
に
認
め
、

ボ
イ
コ
ッ
ト
が
そ
れ
に
掠
っ
て

立
つ
庭
の
二
つ
の
支
柱
と
し
て
消
極
的
反
抗
と
圏
構
支
配
力
と

を
場
げ
ら
れ
る
。
前
者
は
支
那
人
が
儒
教
の
倫
理
的
原
則
に
基

き
、
そ
の
政
府
と
官
変
と
の
匪
政
に
封
す
る
防
衛
手
段
と
し
て

永
く
寅
行
し
来
っ
た
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
ギ
ル
ド
家
族
等
の

園
憶
が
責
任
の
教
義
に
基
き
吋
闇
随
へ
の
中
山
貨
に
銀
い
た
成
員

を
懲
罰
す
る
た
め
に
有
し
て
来
た
も
の
で
あ
っ
て
、
賞
に
と
れ

ら
こ
そ
支
那
ボ
イ
コ
ッ
ト
の
主
た
る
源
泉
で
あ
る
。

と

L

で
教

第
四
十
巻

六
二

O

ノ、

第

5良

授
は
支
那
の
国
際
的
ボ
イ
コ
ッ
ト
が
先
づ
国
家
機
闘
売
る
政
府

と
は
無
闘
係
に
、
全
然
別
個
の
枇
舎
逗
動
と
し
て
殻
展
し
て
来

た
所
以
を
、
特
に
支
那
の
ギ
ル
下
に
匿
き
、
更
に
そ
れ
が
今
日

の
凶
民
的
況
模
の
薗
際
的
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
ま
で
殻
展
せ
る
ご
原

;l' 
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古支 援E
't: 関

動
力
と
し
て
、

の
直
接
的
動
因
た
る
事
件
と
該
運
動
の
経
過
を
を
述
べ
つ
L

、

経
済
的
奴
果
の
究
明
を
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
ぞ
れ
は
支
那
国

民
経
済
の
識
は
展
に
於
け
る
在
内
的
・
封
外
的
諸
要
素
の
務
化
に

基
〈
必
然
的
過
程
と
し
亡
の
把
握
の
仕
方
で
た
く
、
経
情
的
奴

果
を
顕
著
た
ら
し
め
た
庭
の
指
導
勢
力
の
務
濯
、
組
織
方
法
の

痩
化
も
、
際
系
的
に
は
結
論
に
首
る
竿
の
一
部
で
扱
は
れ
て
ゐ

る
に
す
空
友
川
。
然
ら
ば
研
究
の
重
貼
た
る
経
済
的
殻
巣
の
問

題
は
知
何
に
究
明
さ
れ
て
ゐ
る
か
。
そ
れ
を
泡
ぺ
る
前
に
使
立

上

一近士
九年代入
C 支郡
五那 ω
ボポ
イイ
相ヨコ

手ツツ
米国トト

実918
る

Ji'. 
Uフ
表
を
掲
げ
る

支
那
移設
民生
5i1. 'l) 
芳IJ動
問因
恩 E

Ibid.， p. 16-20. 7) Ibid.， p. 2.)8-'243 
ぞの他、各章にてを然鯛れられないのではないが、(例へIf-'九三ー年のボイ
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11 

前
掲
表
に
よ
り
知
ら
れ
る
如
く
、
支
郊
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
は
そ

の
攻
撃
の
鋒
を
日
本
に
集
中
し
つ

L
務
展
し
た
の
で
あ
り
、
教

授
の
研
究
は
封
日
ボ
イ
コ
ッ
ト
の
そ
れ
で
あ
る
と
云
っ
て
過
言

で
な
い
。
従
っ
て
針
日
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
闘
し
示
さ
れ
た
る
経
情

的
規
泌
を
、

そ
の
特
徴
的
な
も
の
に
限
り
陪
遁
す
る
で
る
ら

w

つ。
一
九

O
八
年
の
劉
日
ポ
イ
ゴ
ツ
ト
に
於
て
は
、

一
般
に
ポ
イ

コ
ツ
ト
の
影
響
は
殆
ど
一
認
め
ら
れ
や
、

日
本
の
針
支
輪
出
減
少

の
主
た
る
原
悶
は
支
郊
の
銀
下
落
・
飢
笛
等
に
基
く
も
の
で
あ

る。

一
九
一
五
年
の
封
日
ボ
イ
コ
ッ
ト
は
世
界
大
戦
開
始
に
よ

支
那
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
就
て

る
貿
易
闘
係
の
媛
化
の
結
果
、

一
般
的
に
は
ボ
イ
コ
ッ
ト
の
拶

響
を
知
る
に
困
難
で
あ
る
。
併
し
と
れ
を
地
方
別
・
月
別
に
見

る
と
き
そ
の
影
響
は
認
め
ら
れ
、
こ
の
頃
上
り
ボ
イ
コ
ッ
ト
は

漸
く
凶
内
売
業
務
展
へ
の
一
刺
戟
と
放
る
に
至
っ
た
。

九
1

一
一
一
年
の
一
封
日
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
於
て
ゆ
、
日
本
の
封
支
輸
九

出
が
減
退
し
た
の
は
事
寅
で
あ
る
が
、
日
本
の
檎
川
は
英
・
米
・

露
等
の
諸
問
に
剥
し
て
は
モ
れ
よ
り
以
ヒ
の
減
退
を
示
し
て
ゐ

る
。
寧
ろ
支
那
市
場
ば
ボ
イ
コ
ッ
ト
期
間
中
に
も
陶
ら
中
、
大

戦
後
急
に
夫
は
れ
た
日
本
の
治
外
市
場
を
怖
ふ
に
怨
す
り
犬
と

と
が
云
ひ
得
ら
れ
る
。
向
、
従
前
の
如
く
地
方
別
・
月
別
に
見

る
と
中
南
部
支
那
に
於
て
ボ
イ
コ
ッ
ト
の
影
響
は
明
瞭
に
看
取

し
得
る
が
、

と
の
頃
比
五
る
ム
」
重
要
商
品
別
に
よ
る
ポ
イ
コ
ツ

干
の
影
響
が
漸
く
認
め
ら
れ
、
特
に
日
本
綿
糸
の
倫
入
が
減
少

し
て
ゐ
る
。
併
し
そ
の
他
商
品
に
於
て
は
そ
の
影
響
を
認
め
る

べ
く
不
充
分
で
あ
乱
。
要
す
る
に
、
こ
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
は
大
戦

後
の
世
界
貿
易
系
統
の
時
変
化
と
ボ
イ
コ
ッ
ト
の
長
期
聞
に
疋
り

し
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
経
済
的
奴
果
に
闘
し
て
明
確
な
る
結
論

そ
れ
が
支
郊
の
岡
内
産
業
の
後
展
と
倣
洲

を
出
し
得
な
い
が
、

第
阿
十
巻

士一一九

ム
ノ、

第

21it 

3

し

る

べ
3

1

 

て
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h

象

績
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紡
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唱
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時

ゆ

し

ι
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仏
J
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Z
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判
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支
那
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
就
1

貨
物
の
支
那
市
揚
へ
の
復
調
に
役
立
っ
た
と
と
は
疑
ふ
ぺ
〈
も

友
い
。
而
も
日
本
が
ボ
イ
コ
ッ
ト
の
刺
戟
に
よ
り
、
支
那
市
場

以
外
へ
新
活
路
を
見
出
さ
ん
と
努
力
し
つ
L
あ
る
事
貨
は
ボ
イ

コ
ッ
ト
の
放
田
町
と
し
て
認
め
ざ
る
を
得
た
い
よ
う
に
汝
っ
た
。

一
九
一
一
一
ご
年
の
射
日
ボ
イ
ゴ
ツ
ト
は
、
関
東
震
災
に
よ
る
日
本

~~~l 医長
:~J 業
~i~~ の
減打
の撃
IU- -: 
日 -"ζ

iJj型
現 E4
lnl 

T前
一ー によ ー凶

り 寸志
ぞー と
，Tlて

/ピ[ " 
~~二

号-， 1-
T 期
l証明
〈川知豆

品:~~

九
二
五
年
の
劉
日
ボ
イ
コ
ッ
ト
は
同
年
六
月
に
於
け
る
日
本
の

封
支
輸
出
の
鋭
い
下
落
を
示
し
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
が
劉
英
ボ
イ

コ
ッ
ト
に
勝
化
す
る
や
、
日
貨
輸
入
は
著
し
く
旺
盛
と
友
つ
九
。

一
九
二
七
年
の
針
日
ボ
イ
ヲ
ツ
ト
も
一
般
に
そ
の
影
響
を
認
め

る
に
困
難
に
し
て
こ
の
年
は
「
ボ
イ
コ
ッ
ト
の
年
」
と
す
る
よ
り

「
混
飢
の
年
」
と
す
る
に
相
感
し
い
。
更
に
一
九
二
八
!
二
九
年

の
封
日
ボ
イ
コ
ッ
ト
は
金
際
的
に
は
日
本
の
封
支
輪
出
増
加
の

年
で
あ
っ
た
。
併
し
こ
の
雨
年
聞
に
於
け
る
ボ
イ
コ
ッ
ト
期
間

と
否
ボ
イ
コ
ッ
ト
期
間
の
都
合
よ
き
分
類
に
基
く
雨
者
の
比
較

に
よ
れ
ば
、
中
南
部
支
那
に
て
二
、
一
二
割
、
北
支
那
に
て
一
割

の
日
貨
輸
入
減
退
が
示
さ
れ
、
満
洲
の
そ
れ
は
却
っ
て
約
三
割

第
四
十
港

7Z 

第

罰E

一
四

O

こ
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
は
最
も
事
務
的
に
行
は
れ
、
そ

れ
が
向
車
忍
る
輸
入
禁
止
で
な
〈
、
差
別
的
・
保
設
闘
税
の
外
貌

を
と
る
よ
ろ
に
な
っ
て
古
川
た
と
と
を
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

位
増
し
た
。

最
後
の
一
九
二
二
二
年
の
針
日
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
於
て
は
、

一九一一一

O
年
に
於
け
る
日
本
の
針
支
輸
出
総
額
を
一

O
O止
せ

ば
、
二
二
年
に
は
九
二
・
一
二
町

=
一
二
等
に
は
四
五
・
四
と
た
り
、

4
L
コ
〉

F
C
T
T
5
k
m
v
コ
ヨ
ケ
町
、
余

k
忠
抗
f
一

4
7く
J
L
-
t

一
ー
っ
ノ
一
一
〆
1
7
2
p

・4刀
b
H
J
R
J
-
4
h
U
E
l
d
-
J
前
1
一
/
本
山
町
湯
引
骨
宅
一

r
k
f
k

仁

斗

ば
、
三
一
年
に
は
六
五
・
七
、

三
二
年
に
は
三
六
・
七
と
な
っ
た

が
、
中
南
部
支
那
に
て
は
よ
り
鋭
い
打
撃
を
一
不
し
、
今
や
ボ
イ

コ
ツ
ト
の
妓
果
は
径
と
鮮
明
と
友
っ
た
。
更
に
重
要
友
る
輪
入

日
貨
に
就
き
視
察
す
る
で
あ
ら
う
。
従
来
支
那
は
日
本
の
綿
エ

業
費
展
に
重
大
友
る
役
割
を
演
じ
て
来
た
が
、
も
は
や
綿
糸
口
問

は
日
支
雨
園
に
と
り
重
要
貿
易
品
で
た
く
友
つ
わ
o
併
し
綿
布
・

綿
織
物
に
就
て
は
決
し
て
然
ら
ざ
る
と
と
が
云
び
得
ら
れ
る
。

綿
布
・
綿
織
物
に
到
す
る
今
回
ボ
イ
コ
ッ
ト
の
影
響
は
諸
他
の

要
素
を
考
慮
に
入
れ
て
も
、
日
本
口
聞
の
衰
退
と
英
国
品
の
隆
盛

と
に
よ
り
明
ら
か
に
看
取
さ
れ
る
。
そ
の
他
、
砂
糖
・
紙
・
海
産

物
等
の
日
貨
聡
入
は
既
に
ボ
イ
コ
ッ
ト
の
開
始
前
、
新
附
税
の

Ibid.， P目 83-91・
Ibid.. p_ 111-127・
I:bin.， p. 132-136 
ボイコツト期聞は一九二八年七月より十二月 n~i ~ 、 九二九年 月より六月
迄であ h、否ボイヨット期間は一九二八年一/1.t IJ大凡迄と一九二九年ヒ月
よb十二月迄である。
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賞
施
に
よ
り
三
分
の
一
乃
至
二
分
の
一
を
減
じ
、
ボ
イ
コ
ッ
ト

と
共
に
更
に
そ
の
二
分
の
一
位
に
ま
で
減
じ
た
。
日
本
石
炭
の

総
入
も
一
時
大
に
減
退
し
た
が
、
恢
復
は
惑
か
で
あ
っ
た
。
而

し
て
機
械
類
は
最
も
影
響
少
く
、
日
本
製
自
持
率
の
如
き
は

九
三
一
年
に
比
し
二
二
二
年
に
は
六
倍
の
轍
入
増
加
を
示
し
た
。

所
く
て
一
放
的
に
は
生
産
財
よ
り
消
費
財
に
ボ
イ
コ
ッ
ト
の
影

響
は
大
で
あ
っ
た
こ
と
が
解
る
。
と
の
外
、
日
本
の
針
支
直
接

事
業
投
資
・
日
本
産
業
特
に
大
阪
の
そ
れ
へ
の
打
撃
は
疑
ふ
一
川

ら
ざ
る
事
責
で
あ
る
が
、
そ
の
拐
容
を
見
到
る
と
と
不
可
能
で

あ
る
。

こ
れ
を
要
す
る
に
、
今
回
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
が
最
も
数
岡
市

的
た
り
し
と
と
は
、

4
 
2
 

え
ノ
。

凡
ゆ
る
硯
角
か
ら
誇
明
さ
れ
る
で
あ
ら
一

以
上

レ

l
マ
1
教
授
は
、
支
那
ボ
イ
コ
ッ
ト
の
経
済
的
投

旧
市
に
閥
ず
る
詳
細
な
る
研
究
の
後
、
次
ぎ
の
如
く
結
ぼ
れ
る
。

そ
の
頻
繁
な
る
ボ
イ
コ
ッ
ト
の
利
用
に
も
拘
ら
や
J

、
支
那
貿
易

は
漸
次
そ
の
地
位
を
一
向
め
、
全
世
界
と
の
正
常
貿
易
関
係
か
ら

離
れ
は
し
た
か
っ
た
。

ボ
イ
コ
ッ
ト
の
多
く
は
日
本
に
向
け
ら

れ
、
日
貨
に
叫
制
す
る
ボ
イ
コ
ッ
ト
か
ら
封
日
経
済
絶
交
一
般
に

支
那
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
就
て

ま
で
設
展
し
た
の
で
あ
る
。
併
し
吾
々
は
と
れ
を
長
い
歴
史
的

務
担
展
過
程
に
於
て
見
る
と
き
、
ポ
イ
ヨ
ッ
ト
さ
れ
た
闘
は
日
本

で
あ
っ
た
が
、
支
那
貿
易
に
於
て
打
撃
を
受
け
た
の
は
、
市
平
ろ

英
国
友
り
し
観
が
あ
り
、

そ
の
経
済
的
奴
旧
討
を
疑
は
し
め
ら
れ

る
け
れ
ど
も
、
時
代
的
・
地
域
的
に
範
闘
を
狭
め
て
観
察
す
れ

ば
、
特
に
最
近
に
た
る
ほ
ど
、
そ
の
数
回
市
の
穎
著
友
る
を
認
め

ざ
る
を
得
な
い
。
近
年
に
主
り
日
本
の
愉
山
刊
貿
易
に
於
け
る
支

那
市
場
の
重
要
性
の
表
涯
に
伴
ム
東
南
ア
ゾ
ア
へ
の
日
本
の
著

j
t
h
-
C
1
4
注
J
4
A
H
H
〉
一
戸
河
川
司

1

リ
:

一ヨ

ci'叶い
H
4
3
江
市
川
，

h
じ

t
mワ
出
川
掲
沈
ゆ
刻
一
叶
企

E
コ
安

一
?
と

J
U
1
J
I
f
-
-
J
Jフ
FYJU

展
・
内
乱
・
飢
髄
・
銀
下
落
等
の
要
素
を
考
慮
に
入
れ
て
も
、
山
川

ボ
イ
コ
ッ
ト
の
放
果
を
是
認
せ
し
め
る
。
若
し
支
那
の
ボ
イ
コ

ツ
ト
が
或
る
著
し
き
事
件
後
に
従
来
の
如
き
方
法
で
一
年
中
・

金
凶
内
に
及
ぶ
と
せ
ば
、
被
ボ
イ
コ
ッ
ト
閣
の
倫
入
を
北
支
那

に
て
一
O
%
、
中
部
支
那
に
て
二
五
%
南
支
那
に
て
四
O
%
だ

け
減
退
せ
し
め
る
で
あ
ら
う
。
寅
に
、
支
郊
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
は

そ
の
利
用
に
伴
ふ
「
成
功
」
を
調
査
す
る
に
相
爆
し
き
程
、
経
済

的
分
野
に
於
て
は
放
岡
市
的
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
ボ
イ
コ
ッ
ト
の

「
妓
岡
市
」
に
闘
達
し
て
、
賞
牌
は
そ
の
「
成
功
」
の
問
題
に
移
ら
ね
ば

第
四
十
巻

第

君主

四

占ノ、

Ibid.， p. 142-154・
それは支那紡績業の費良に基〈ものであり、今や文那は棉糸品の輸出者?ごら
んとする{頃向きへ言志められる。
支那企業の費達、j¥'fr帯l税、購買カ減退 1事。
佃jへば、在支日木紡績企業の満洲引よJ品を怨揺すべしo
Ibid.， p. 197-"31. 
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支
那
の
ポ
イ
コ
ヲ
ト
に
就
て

た
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
宣
体
的
殻
岡
市
を
充
分
に
示
し
、
制
外
的

に
は
世
界
の
同
怖
を
賀
ひ
、
在
内
的
に
は
文
那
の
岡
民
主
義
を

市
は
展
せ
し
め
た
こ
と
が
云
へ
る
。
支
那
ボ
イ
コ
ッ
ト
の
成
功
は

成
き
意
味
に
て
支
那
図
民
主
義
の
勝
利
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
現

代
山
川
町
作
に
於
け
る
自
分
の
附
位
を
い
内
め
ん
と
せ
る
支
那
の
杢
胤

争
に
川
聞
係
す
る
。
然
る
に
、
斯
か
る
意
味
の
成
功
は
、

日
本
の

制
品
一
政
策
に
制
す
る
似
Uv
日
恥
村
伎
の
粘
叫
酬
に
誌
寸
る
こ
と
不
可
抗

で
あ
る
。

一
般
に
支
那
の
ボ
イ
コ
ツ
下
は
満
洲
に
於
け
る
円
本

の
政
策
と
共
に
発
展
し
た
と
云
は
れ
、
国
民
業
の
成
功
・
日
本

外
交
政
策
の
成
長
乙
そ
が
、

ボ
イ
コ
ッ
ト
を
し
て
径
と

H
本
に

集
中
せ
し
め
た
も
の
で
あ
る
。
基
礎
的
樹
立
は
支
那
の
図
民
主

義
と
日
本
の
針
ア
ジ
ア
政
策
の
上
に
あ
る
。

乙
の
相
互
関
係
は

二
つ
の
揚
合
に
於
け
る
設
展
を
理
解
す
る
と
と
友
く
し
て
は
把

挺
さ
れ
ゑ
い
。
若
し
ア
ジ
ア
に
於
け
る
擦
張
が
日
本
に
と
り
唯

一
の
希
望
た
ら
ば
、
新
滋
な
る
支
那
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
は
支
那
人

に
と
り
唯
一
の
武
器
で
あ
る
。
然
し
と
の
武
器
は
支
那
自
身
に

到
し
で
も
犬
損
害
を
興
へ
た
。
一
花
来
、
軍
一
園
家
に
よ
る
ボ
イ

コ
ツ
ト
は
持
働
争
議
に
類
似
し
て
ゐ
る
。

ス
ト
ラ
イ
キ
の
威
力

第
四
十
巻

第

盟E

六
二
四

但1

は
大
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
高
慣
に
し
て
常
に
品
川
力
あ
り
そ
う
に

も
忠
へ
た
い
。
そ
し
て
教
授
は
平
和
論
者
と
し
て
の
立
場
か
ら

岡
際
紛
争
に
於
け
る
戦
争
を
否
定
し
、
閥
際
聯
附
却
を
遁
じ
、
否

暴
力
的
制
裁
た
る
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
賄
来
の
重
要
た
る
役
割
を
約

却

束
せ
し
め
っ
し
、
、
研
究
の
山
即
日
止
を
飾
ら
れ
る
の
で
あ
る
ロ

野
授
の
研
坑
は
、
」
支
那
め
ホ
イ
コ
ツ
ト
が
日
オ
の
割
支
斡
刊

に
興
へ
し
打
撃
如
何
に
問
題
を
限
定
す
る
限
り
、
そ
の
凡
ゆ
る

統
計
を
通
じ
て
の
算
定
は
特
筆
す
る
に
足
り
、
充
分
友
る
志
義

を
有
す
る
。
併
し
そ
れ
も
要
す
る
に
、

「
ボ
イ
コ
ッ
ト
は
直
接

的
に
は
相
手
凶
に
損
害
を
興
へ
る
と
と
を
目
的
と
す
る
」
と
云

ふ
意
味
で
の
直
接
目
的
に
針
す
る
放
旧
市
を
、
日
文
経
桝
閲
係
の

一
聞
か
ら
解
明
せ
ら
れ
た
に
過
ぎ
左
い
。
蓋
し
、
従
来
支
那
は

日
本
に
と
り
商
品
市
場
た
る
の
み
で
な
く
、
投
資
市
揚
で
あ
り
、

特
に
原
料
市
揚
で
あ
り
、
而
も
支
那
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
は
針
日
貨

不
買
か
ら
針
日
経
済
絶
交
に
ま
で
議
反
し
た
か
ら
で
あ
る
。
新

く
て
「
ボ
イ
コ
ッ
ト
は
外
園
よ
り
加
へ
ら
れ
た
慶
迫
を
向
闘
に

望
ま
し
き
方
向
に
愛
へ
る
こ
と
を
日
的
と
す
る
」
と
云
ふ
意
味

教授が示2れたl是の、をの他ボイコツトの成功も幾多の疑問含有するが、 lW
稿では一際不問に1¥付する。
Ibid.， p. 232-251 
教授の努カは、その引用せられたる諸種の論者"各種の統計資料の上l二示z
れて庇与が、拙稿にては是れらを一々紹介するこ占が不可能であった。
作田博士著、世界経路皐(改造剥版、経部事全集〉二ニ0二頁以下。
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で
の
、
終
局
目
的
に
訴
す
る
手
段
と
し
て
の
妓
果
を
問
題
と
す

る
以
上
、
日
支
雨
間
民
経
済
の
基
本
的
諸
関
係
を
全
面
的
に
考

察
し
、
前
週
の
如
き
斯
か
る
方
法
白
般
の
地
位
を
明
確
に
規
定

し
友
け
れ
ば
、
日
本
の
針
支
検
出
の
打
撃
を
通
じ
て
支
那
ポ
イ

コ
ツ
ト
の
成
功
如
何
を
論
じ
て
も
、
利
息
十
的
探
究
の
必
然
的
結

果
と
し
て
問
題
を
解
明
し
た
こ
と
に
な
ら
左
い
の
は
常
然
で
あ

る
。
教
授
が
、
そ
の
最
も
集
中
的
攻
撃
と
径
と
顕
著
な
る
経
済

的
数
回
恥
」
に
拘
ら
十
、
支
那
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
が
日
本
の
割
漏
政

t
k
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ぎ
る
こ
と
を
指
摘
せ
ら
れ
、

ボ
イ
コ
ッ
ト
の
意
義
を
支
那
の
図

民
主
義
と
日
本
の
封
ア
ジ
プ
政
策
の
上
に
あ
る
と
し
て
、
自
ら

の
研
究
の
地
位
を
一
臆
規
定
せ
ら
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
所
以

は
、
そ
の
「
目
的
と
手
段
」
乃
至
「
成
功
と
放
同
市
」
と
の
概
念
劉
出
血

に
基
く
ボ
イ
コ
ッ
ト
親
の
抽
象
的
方
法
論
に
あ
る
。

私
は
以
、
上
の
如
き
教
授
の
研
究
に
も
拘
ら
や
、
支
那
ボ
イ
コ

ツ
ト
の
経
消
的
投
旧
市
の
究
明
に
閲
し
て
は
、
そ
の
針
外
的
方
面

の
み
友
ら
十
在
内
的
方
而
を
重
税
ず
る
も
の
で
あ
る
。
笠
し
、

理
論
的
に
は
、
針
外
経
済
乃
至
劉
外
貿
易
は
常
に
閲
民
的
官
の

支
那
の
ボ
イ
ヨ
ッ
ト
に
就
て

生
産
に
於
け
る
鴎
内
自
足
と
針
外
補
足
と
の
関
係
に
於
て
把
握

到

す
べ
き
で
あ
り
、
現
質
的
に
は
、
支
那
の
ボ
イ
ヨ
ッ
ト
が
日
本

の
封
漏
政
策
に
闘
し
成
功
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
て
も
支
那

の
識
者
が
常
に
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
よ
る
外
交
的
勝
利
を
確
信
し
て

来
た
か
疑
問
で
る
る
か
ら
で
あ
る
。
放
に
、
支
那
ボ
イ
コ
ッ
ト

の
国
民
経
済
的
意
義
如
何
が
重
大
問
題
と
た
る
。

事
費
、
支
那
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
の
溌
展
乃
至
そ
の
経
済
的
効
到
来

の
対
日
加
は
支
那
図
民
経
済
自
摺
の
殻
展
と
無
関
係
た
る
も
の
で

t
E
通
〉
こ
。
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ミ
ヨ
耳
ヰ
っ
て
い
/
l
d
議
対

N
M
E

展
段
階
の
比
較
的
高
度
た
る
中
南
部
支
那
、
特
に
上
海
の
如
き

近
代
的
産
業
都
市
に
於
て
そ
の
影
響
が
大
友
り
し
た
と
、
叉
そ

れ
が
高
級
生
産
財
よ
り
低
級
消
費
財
に
影
響
が
著
し
か
っ
た
こ

と
は
、
ボ
イ
コ
ッ
ト
の
殺
田
市
と
閣
内
市
町
業
の
自
立
議
反
と
の
密

接
な
る
聞
係
を
示
し
て
居
恥
。
ボ
イ
コ
ッ
ト
の
一
時
的
・
地
方

的
打
撃
に
拘
ら
や
、
ム
倫
ぞ
支
那
市
場
に
喰
ぴ
入
っ
た
日
本
品
の

溜
勢
的
反
接
力
と
、
ポ
イ
ヨ
ッ
ト
の
開
始
と
終
了
と
の
前
後
に

亙
る
支
那
の
日
貨
輸
入
激
増
と
は
、
そ
の
永
続
的
放
岡
市
花
関
し

て
疑
問
符
を
投
げ
ナ
一
来
た
が
、
上
述
の
圏
内
産
業
の
成
長
と
共
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支部市場を知何にすべきか(東洋貿易抑究第十一巻第一琉)九一一八頁。
前田幸太郎氏、調支貿易確保と支那排日貨政策(東洋貿易研究第十巻第十一
蹴)三三一三九頁
岡本一雄氏、見よ排日運動による支mli溺民の損害を(東洋貿易研究第八巻第
二披)二六一三八買3
雨田四郎氏、 JLょ、排日運動による引!日~i民の損害を(東洋貿易肝究第八巻
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支
那
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
就
て

に
、
特
に
最
近
の
闘
枕
白
玄
躍
の
確
立
が
念
に
そ
の
妓
川
市
を
増

さ
し
め
た
事
費
は
、
支
那
自
身
に
於
て
他
園
と
叫
創
立
し
得
る
経

済
的
自
立
の
慕
礎
忍
く
し
て
、
ボ
イ
コ
ッ
ト
へ
の
庶
三
無
三
の

突
進
が
小
児
病
的
興
在
日
に
過
肘
ぜ
な
い
と
と
を
物
語
る
一
の
脊
嫁

で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
事
貨
に
制
す
る
支
那
国
尽
の
認
識
の
深
ま

り
は
、
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
と
併
行
し
て
図
産
奨
附
仰
と
友
り
、
ボ

イ
訂
ウ
ト
口
問
ド
劉
11

る
賦
課
制
度
を
産
み
、

E
K
出
イ
コ
ツ
ト

基
金
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
ロ
凹
に
代
る
園
内
産
業
樹
立
の
た
め
に
ま
で

用
び
ら
し
め
る
よ
う
に
友
っ
た
。
支
那
岡
氏
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
に

針
九
る
上
述
の
如
き
園
民
経
済
的
合
理
化
へ
の
努
力
の
結
果
、

該
蓮
動
は
常
に
そ
の
後
に
新
し
い
民
族
産
業
を
残
し
て
来
た
か

の
如
〈
で
あ
る
。
支
郊
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
は
、
近
年
に
至
り
図
民

黛
乃
至
同
政
府
の
勢
力
機
張
に
利
用
さ
れ
つ
L

、
国
民
主
義
の

漏
養
に
役
立
ち
、
更
に
そ
れ
は
一
部
資
本
家
の
利
潤
増
加
に
利

用
さ
れ
つ
主
、
新
産
業
の
育
成
と
既
存
産
業
の
保
護
強
化
に
刺

戟
を
奥
へ
、

そ
の
限
り
に
於
て
凶
民
的
生
産
に
一
役
割
を
演
じ

て
来
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
と
競
争
的
立
揚
に
あ
る
支
那
の
一

部
門
貝
緋
商
人
、
特
に
産
業
資
本
家
は
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
よ
る
闘
係
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四

ムノ、

ー
ム

ノ、

商
品
の
債
格
騰
貴
に
基
き
玉
利
を
占
め
る
こ
と
が
同
来
た
。
勿

論
、
明
か
る
商
品
債
格
の
騰
貴
は
消
費
大
衆
の
不
利
議
を
意
味

し
、
ボ
イ
コ
ッ
ト
の
閥
民
的
消
費
に
閲
す
る
問
題
空
挺
超
す
る

が
、
そ
の
閣
時
的
生
涯
と
消
費
に
封
ず
る
影
響
、
従
っ
て
そ
の

国
民
経
済
的
定
義
如
何
は
支
那
自
憾
の
複
雑
た
る
経
務
的
構
成

の
収
に
悶
維
た
る
問
題
と
耽
る
。
賞
に
、
支
那
闘
え
経
済
の
複

利
多
株
佐
目
、
そ
の
封
建
制
か
資
本
主
義
制
か
に
閲
す
る
諸
家

目

の
論
争
の
上
に
現
は
れ
、
更
に
岡
民
震
と
共
産
宗
と
の
針
立
的

抗
争
の
上
に
現
は
れ
て
居
り
、
ボ
イ
コ
ッ
ト
戦
線
に
於
け
る
階

級
的
利
害
封
立
は
見
逃
し
得
な
円
。
然
し
、
前
遁
せ
る
如
き
ボ

イ
コ
ツ
ト
運
動
の
合
問
団
化
は
、
園
出
家
統
制
と
縁
薄
き
支
那
経
済

の
特
殊
的
構
遣
の
故
に
、
特
に
園
民
的
生
産
に
於
て
は
、

居室

大
な
る
役
割
を
遂
行
し
て
来
た
こ
と
が
云
ひ
得
ら
れ
る
で
あ
ら

そ
れ
は
支
那
図
民
経
済
が
資
本
主
義
的
動
向
に
立
つ
限

うり
、
必
然
的
推
移
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
支
那
ボ
イ
コ
ッ
ト
の

「
経
済
的
放
同
市
」
は
、
毅
授
の
そ
れ
と
は
反
射
に
そ
の
封
外
的
方

商
よ
り
在
内
的
方
面
に
存
し
た
と
と
が
云
ひ
得
ら
れ
な
い
で
あ
一

ら
う
か
。
教
授
が
ボ
イ
コ
ッ
ト
の
終
局
目
的
と
さ
れ
た
庭
の
も

第三君主〉五二一五七頁
例へば、国中忠夫氏課、支那特務論 f昭和七年十二月、.中央公論枇軍基行)
陶希皐氏編、申圃問題之凹願奥展望(民圃十九年日月新生命害局後行)
同中忠夫氏、支郡聖母外率直交の階級性 (東豆、第三五巻第I!!-l~j}t)ー0二頁以下。
f和田博士、支那国民経摘の持費(東亜希F務研究第十怒一第一蹴)九六一一この買。
f宇田博士、上海噂聖書を主主じて見Tこる日支閥係〈経罰論叢第三十問巻第四拡)六
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の
も
、
支
那
圃
民
経
済
の
自
立
葉
展
に
必
要
な
る
も
の
と
し
て

把
握
す
る
時
、
問
題
は
一
唐
明
白
と
な
る
。

結

ぴ

花
-
来
、
支
那
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
は
支
那
と
と
れ
を
園
携
す
る
諸

列
強
と
の
基
礎
的
封
立
の
上
K
捲
起
さ
れ
た
抗
争
的
諸
現
象
の

一
面
で
あ
る
が
、

そ
の
最
も
典
型
的
封
立
は
日
交
の
そ
れ
で
あ

5
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強
に
も
同
様
要
求
せ
ら
れ
る
一
般
不
平
等
保
約
の
廃
止
と
、
特

に
浦
蒙
特
殊
構
盆
の
排
除
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
支
那
が
自
分
自

ら
の
政
治
経
済
的
自
立
護
展
を
目
指
す
限
り
避
〈
可
ら
ざ
る
要

求
で
あ
る
。
然
る
に
支
那
の
斯
か
る
要
求
に
針
し
て
日
本
の
針

支
政
策
は
強
硬
と
軟
弱
の
二
つ
が
あ
り
、
前
者
は
封
満
家
政
策

に
、
後
者
は
封
支
那
本
部
政
策
に
重
鮪
を
置
い
た
。
と
れ
を
本

質
的
に
は
図
民
主
義
的
政
策
と
資
本
家
的
そ
れ
の
封
立
と
し
て

見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
後
者
は
支
郊
の
封
日
ボ
イ
コ
ッ
ト
の

経
済
的
殺
巣
に
拘
ら
や
、
日
本
の
封
満
政
策
に
闘
し
て
成
功
し

な
か
っ
た
と
誠
か
れ
る
レ

1
7
1
教
授
の
結
論
を
理
解
し
得
友

支
那
の
ポ
イ
ヨ
ッ
ト
に
就
て

い
で
あ
ら
う
。
こ
の
結
論
を
理
解
し
得
る
の
は
前
者
の
み
で
あ

り
、
そ
の
唯
一
の
四
論
的
根
嫁
と
さ
れ
る
も
の
は
、
経
済
的
に

6
 

は
「
宮
源
理
論
」
で
あ
る
4

。
〈
一
九
一
一
一
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・
一
了
一
一
一
O
〕

五一八O頁。
f字国博士、満蒙争識の貧相(経理事論叢第三1十三宅:F第四盟主}六八 七八頁。
同 博士、生産カよ h見たる日浦経務関係(東亜.経済関究第十六巻第四放〉
一一七頁。
向、支那ボイコツトの研究に掬しては、りツ 1・y報告附周書、研究第八盟主(昭
和八年三月届際協曾夜行)を見逃してはならな L・0
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